
平
成
二
十
九
年
五
月
十
一
日
提
出

質

問

第

二

九

六

号

北
朝
鮮
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
銀
行
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
と
預
金
強
奪
に
関
す
る
質
問
主

意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二

296



北
朝
鮮
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
銀
行
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
と
預
金
強
奪
に
関
す
る
質
問
主

意
書

韓
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
四
月
二
十
六
日
、
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
企
業
の
シ
マ
ン

テ
ッ
ク
は
報
告
書
を
公
表
し
、
北
朝
鮮
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
グ
ル
ー
プ
が
世
界
各
国
の
銀
行
か
ら
多
額
の
預
金
を
強
奪
し
た
と
す

る
見
方
を
示
し
た
。
報
告
書
で
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
ベ
ト
ナ
ム
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
銀
行
を
狙
っ
た
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
と
の
関
連
を
示
す
証
拠
を
見
つ
け
た
と
し
た
上
で
、
「
北
朝
鮮
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
グ
ル
ー
プ

が
少
な
く
と
も
九
千
四
百
万
ド
ル
（
約
百
五
億
円
）
を
奪
い
取
る
こ
と
に
成
功
し
た
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
踏
ま
え
て
、
わ
が
国
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
対
し
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
行
わ
れ
た
場
合
の
政
府
の
対
応
に

つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

わ
が
国
の
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
に
他
国
か
ら
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
行
わ
れ
、
不
正
な
ア
ク
セ
ス
が
な
さ
れ
て
、
第
三
国
に

送
金
さ
れ
る
こ
と
で
、
当
該
銀
行
の
口
座
上
の
預
金
が
強
奪
さ
れ
た
場
合
、
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
い

う
と
こ
ろ
の
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
」
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
あ
り
、
政
府
の
責
務
と
し
て
「
政
府
機
関
は
、
重
要
イ
ン
フ

ラ
事
業
者
等
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
関
す
る
取
組
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
」
べ
き
も
の
に
該
当
す
る
と
考
え

一



て
よ
い
か
。

二

シ
マ
ン
テ
ッ
ク
の
報
告
書
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
ベ
ト
ナ
ム
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
銀

行
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
と
の
関
連
を
示
す
証
拠
を
見
つ
け
た
事
例
に
関
連
し
て
、
過
去
五
年
間
、

わ
が
国
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
対
し
て
、
北
朝
鮮
と
の
関
連
を
示
す
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
行
わ
れ
た
事
例
を
政
府
は
把
握
し
て
い

る
か
。
把
握
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
数
は
ど
の
程
度
か
。

三

政
府
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政
策
会
議
が
平
成
二
十
六
年
五
月
に
決
定
し
た
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
係
る
第
三
次
行
動
計
画
（
改
訂
版
）
」
に
よ
れ
ば
、
「
各
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
の
対
策
を
通
じ
、
当
該
重
要
イ
ン

フ
ラ
事
業
者
等
自
身
の
み
な
ら
ず
重
要
イ
ン
フ
ラ
全
体
の
防
護
能
力
の
維
持
・
向
上
を
目
的
に
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
所
管
省
庁

及
び
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
は
、
対
策
の
経
験
か
ら
得
た
知
見
等
を
も
と
に
、
継
続
的
に
安
全
基
準
等
を
改
善
す
る
。
具

体
的
に
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
運
用
、
内
部
監
査
・
外
部
監
査
、
Ｉ
Ｔ
に
係
る
環
境
変
化
の
調
査
・
分
析
の
結

果
、
演
習
・
訓
練
及
び
Ｉ
Ｔ
障
害
対
応
か
ら
課
題
を
抽
出
し
、
リ
ス
ク
評
価
を
経
て
、
安
全
基
準
等
の
継
続
的
改
善
に
取
り

組
む
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
日
常
的
な
重
要
イ
ン
フ
ラ
全
体
の
防
護
能
力
の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
実

際
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
、
金
融
機
関
か
ら
預
金
等
が
盗
ま
れ
た
場
合
の
対
応
策
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

二



の
よ
う
な
場
合
、
政
府
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係
機
関
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の
か
。
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

四

わ
が
国
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
北
朝
鮮
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
行
わ
れ
、
不
正
な
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
第
三
国
等
に
送
金

さ
れ
る
こ
と
で
、
当
該
銀
行
の
口
座
上
の
預
金
が
強
奪
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
罪
名
に
問
わ
れ
る
の
か
。

五

四
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
で

い
う
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
」
に
該
当
す
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

六

シ
マ
ン
テ
ッ
ク
の
報
告
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
北
朝
鮮
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
グ
ル
ー
プ
が
世
界
各
国
の
銀
行
か
ら
多
額
の

預
金
を
強
奪
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
わ
が
国
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
も
同
様
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
を
想
定
す
べ
き
で
あ

り
、
政
府
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
の

か
。

七

六
に
関
し
て
、
国
民
の
預
金
保
護
の
関
連
か
ら
、
政
府
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
銀
行
の
預
金
が
大
き
く
失
わ
れ
た

場
合
の
対
策
を
何
か
行
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
根
拠
法
令
と
と
も
に
、
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


